
骨子策定に向けた意見交換の観点

戦略的目標４つの計画の基本方針

震災復興から自
立的発展へ

～防災先進圏域
の実現と、豊か
な自然を活かし
交流・産業拠点
を目指す「東北
にっぽん」～

東北圏の
新しい将来像

（復興・防災・減災）

（自然・環境）

（暮らし）

（産業）

（国際連携）

（人材・共助）

変更にあたっての
施策の基本的方向性

○東日本大震災から
の迅速な復興

○地域の個性の磨き
上げと連携強化

○東北を支える産業
の強化と人材の育成

人と自然が共生し地球に優
しく生命力あふれる空間の

形成

豊かな自然と地域資源を
活かし持続的な成長を実
現する「東北にっぽん自立

経済圏」の形成

一人ひとりの自立意識と交
流・協働で創る東北圏

震災からの復興とともに世
界に発信する防災先進圏

域の実現 Ⅱ災害に強い防災先進圏域の実現

Ⅰ東日本大震災からの被災地の復興

Ⅲ恵み豊かな自然と共生する環境先
進圏域の実現

Ⅳ雪にも強くて人に優しく暮らしやすい
魅力的な対流促進型の地方の創生

Ⅴ地域の資源、特性を活かした世界に
羽ばたく産業による自立的な圏域の
実現

Ⅵ交流・連携機能の強化による世界と
対流する圏域の実現

Ⅶ地域を支える人材の育成と共助によ
る住民主導の地域運営の実現

資料２

（参考）現行計画の骨子の計画体系図
※計画期間：平成28年度～令和7年度

修正案

〇東北圏としての施策の基本的方向性について
〇東北圏としての新しい将来像について
〇東北圏の将来像から基本方針、戦略的目標について


